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　　　A－62　サヅマイ包めトリフ･ンン・インじ＼£.ターについて（f 2 菟）

　　　　　　梅花短丸　o屎田麗子　籐原i.

　晋的　前枚で｀報をL r^ ように、サヅマイ毛の悳罹卸‥こ'7 トリアシン・インヒ･ビター
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　　　Ａ－63　ナガイもの徽細組織部珊兄エ　タンロン細厄ク)形感

　　　　　　広島大教有　))トいフゑ、o SJ村咲ふ

　目的　ナガイ毛のトロロの気色(ｸ)原感Tあゐ褐愛蔵分が聯軋ク)細胞(以後タンニン

細胞ヒ呼ぶ-)に局菰していゐことは、光学顕微鏡r容､易に見りれ% とこうであるが.
食品組織の基礎的研牝の一嬌乙して更にこれを微細構造的にフきとのう扱のに本研死
を行なっ六。

　方浪　綴衡いレマン液固足によゐ樗ｷk光偉顕慄によ曙揚観糸匹後. 透畳

型胞子顕律魂l印6C型に観条i恢。>i^声幟無聊)たのには、ナがイモ'& / mm

立方に*fl虫し　3 %,鉄明響昶(ベロヤ一か緩衝衰pr6.4 )で斗時間前処理を行ない。

更に6.5 % glutaraldehyde(リン酸緩衝液pH7.2 )で前処痙の後。1 %オスミウム酸(
リン酸緩衝浪pH 7.2 ) f蔑固吏し旅。対照としては銀明馨処｡理左ほふ'い恢。その後試
粁包T-がン包兎し　LKβウ)レトロミクロトームにて超涛切吟として. M昏とカラニづレ
のニ璽染色を行なっr~.

　鮪旅　タンニン細胞l^表皮下lべ散払すゐもﾌ･i,のゐが、多< ば昧｜東に肺属すゐ糾
看細胞o)－つれて観祭?れる。光営剛蜘噺下でば長方形£なし、凛暗£左呈し、一

見してその斥柾が認のら（多くは長瀬に利でyに2～3細胞痩なって観帳されゐ。僕

叫司包恂構皮は蛮な癩粒状ぼr- は膠質状を呈lてぃ乱この微細橋^をfe5･卿蛎錆釣

に観娠寸刄しタン＝=こン細m ク消簒仰咳はほとんと笥一な構直を示しｉ細咆M特つ

organella　の1鯉雀昏は困紘であっ‘恥。
　代の誹綱について庄べゐ。


